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Go and catch the dreams

東洋経済リサーチセンター主催/東洋経済新報社後援

個人投資家のための「ＩＲ会社説明会」

http://www.jyohokikaku.co.jp
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会社概要

設立 昭和６１年（１９８６）１０月１日

本社 大阪市西区阿波座１丁目１５番１５号 第一協業ビル

資本金 ３２６，６２５千円

役員構成 代表取締役 松岡 仁史

常務取締役 浦西 正善

取締役 大森 滋太郎

取締役 堤 亮一

取締役 三宅 卓

常勤監査役 岡 稔

監査役 垂谷 保明

従業員数(役員除く) ７７名（うち技術者６１名） ＊パート・アルバイト：平均５０人(ピーク時２２７名)
平均年齢(役員除く) ３０歳（うち技術者２８．７歳）

業務内容 主に金融機関向けのシステムコンサルティング、企画、開発

並びにシステムデータ入力代行業務

金融・財務・会計分野に特化した
パッケージソフトパッケージソフトの企画・販売・システムコンサルティング

平成15年5月31日現在
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信用リスク系システムは
専業ソフトウェア会社へ！！

投資コスト削減
早期安全稼動
専門的ノウハウと経験

開発価格＝高額
開発納期＝長期
業務ノウハウ＝限界

等の問題

基幹系システムは旧来の
大資本・大手企業へ！！

金融業界のシステムの流れ

金融ビッグバン 金融再生法成立
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金融機関の信用リスク管理

○×与信判断

簡易格付

デフォルト率と
格付とのリンク

ポートフォリオ管理

・○は、将来に渡りデフォルトを起こす事はない
・信用度の相違により、プライシングされず、プライシングは業務推進上の観点

デフォルト時に担保等でカバーできるか？デフォルト時に担保等でカバーできるか？

・損失発生率をカバー出来るようなリスクプレミアムを設定してスプレッドを決定

格付ごとのデフォルト率格付ごとのデフォルト率
案件ごとの格付案件ごとの格付

・不良債権管理やバッドローン分類に重点を置き、プライシングやポートフォリオ
管理には至らない

・与信先を業種や地域のカテゴリーに分けて信用リスクを変動させる諸要因に
対する感応度の体系的把握

ポートフォリオやプライシング戦略の中で検討ポートフォリオやプライシング戦略の中で検討

パッケージ化の難易度は高かった

『情報企画』がパッケージ化
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信用リスクのリーディングカンパニー
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有
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無
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123 107 135 135 135 33 24 23 6情報企画

当社信用リスク管理パッケージソフトの導入実績

リーディングカンパニーの地位を更に堅固なものとし、
信用リスク管理システムのデファクトスタンダードを目指す
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自己査定支援
システム

外部データ

有価証券・動産
担保管理
システム

法人格付
システム

個人事業主
格付システム

担保不動産
評価管理
システム

貸倒実績率
算定システム

決算書
リーディング
システム

有税無税
償却引当管理
システム

システムインテグレーション事業

信用リスク管理

・全国の地銀、信金、信組を中心に
２００程度の金融機関に納入

(平成１４年１０月現在)

⇒金融周辺の顧客へ販売強化

・信金、信組の共同利用型が急拡大
⇒「従量制」採用により収益構造
が転換
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システムサポート事業

データベース提供等メンテナンス事業

担保価値の自動評価機能
全国路線価・基準地価・公示地価のデータベース保有、
毎年メンテナンスを行い全国金融機関に提供

金融機関の融資先の３期間決算書を基に財務分析を行い格付
全国金融機関の融資先の決算書データを基に財務関数を作成、
金融機関に提供

担保不動産
評価管理
システム

自己査定支援
システム

外部データ

有価証券・動産
担保管理
システム

貸倒実績率
算定システム

有税無税
償却引当管理
システム

決算書
リーディング
システム

個人事業主
格付システム

法人格付
システム

２００程度の金融機関に提供
(平成14年10月現在)
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システムサポート事業

担保台帳・決算書入力代行事業

自動評価機能を活用するための担保台帳登録等
⇒当社へアウトソーシング

担保不動産
評価管理
システム

自己査定支援
システム

外部データ

有価証券・動産
担保管理
システム

貸倒実績率
算定システム

有税無税
償却引当管理
システム

決算書
リーディング
システム

個人事業主
格付システム

法人格付
システム

決算書入力
有報データベース作成業務

法人格付・財務分析のために、
融資先の決算書を毎年入力する必要

⇒当社へアウトソーシング
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(単位：千円)

平成14年9月期
中間

(Ｈ13/10/1-Ｈ14/3/31）

平成15年9月期
中間

(Ｈ14/10/1-Ｈ15/3/31）

前年同期比
伸び率

売上高 533,299 620,738 16.4%

売上総利益 218,813 341,889 56.2%

売上高総利益率 41.0% 55.1%

販売費及び一般管理費 186,959 197,005 5.4%

販管費率 35.0% 31.8%

営業利益 31,853 144,883 354.8%

売上高営業利益率 6.0% 23.3%

経常利益 33,426 137,349 310.9%

売上高経常利益率 6.3% 22.1%

中間(当期)純利益 10,324 78,770 663.0%

売上高当期純利益率 1.9% 12.7%

中間決算
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平成9年9月 平成10年9月 平成11年9月 平成12年9月 平成13年9月 平成14年9月 平成15年9月(E)

売上高・経常利益推移

正社員数 13名 18名 23名 28名 52名 60名 59名
うちセールス人員 2名 4名 4名 4名 9名 11名 10名
一人当り売上 19,234 34,357 39,877 22,155 18,222 19,450
（単位：千円） 3/31現在
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務
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(単位：千円)
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セグメント別売上高

(単位：千円)
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直接営業体制を強化
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システムサポート事業

アウトソーシングｖｓメンテナンス
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ＡＳＰ・・・センタービジネス

共同利用型信用リスク管理システム
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通期業績予想

(単位：千円)

平成14年9月期
(Ｈ13/10/1-Ｈ14/9/30）

平成15年9月期
(Ｈ14/10/1-Ｈ15/9/30）

前年同期比
伸び率

売上高 1,166,981 1,350,000 15.7%

売上総利益 587,869 756,667 28.7%

売上高総利益率 50.4% 56.0%

営業利益 208,060 312,818 50.3%

売上高営業利益率 17.8% 23.2%

経常利益 207,022 270,000 30.4%

売上高経常利益率 17.7% 20.0%

当期純利益 86,844 155,600 79.2%

売上高当期純利益率 7.4% 11.5%
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金融ビックバンの到達点(新BIS)

科学的・統計的根拠に
基づく金利設定
・ポートフォリオ管理
・デフォルト率
・回収率
・融資稟議

プ
ラ
イ
シ
ン
グ

金融ビックバン金融ビックバン

フリー 早期是正 国際会計 DCF
フェア BIS規制 ・税効果会計
グローバル ・連結会計

・時価会計
・減損会計

担保評価
格付
決算書リーディング
個人事業主
スコアリング
貸倒実績率
償却管理
融資稟議支援
信用リスク計量化

ビジネスチャンスは
まだまだ豊富！

リレーションシップ・バンキング
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企業評価
企業格付
担保評価管理
貸倒実績率
有税無税償却引当管理
信用リスク計量化

金融機関

事業計画作成
企業診断
経営相談・支援
早期再生支援

一般企業

経営計画策定支援
システム

企業診断・中期経営計画・月次資金繰

中小企業への資金供給
中小企業の再生
地域経済の活性化
起業支援

リレーションシップバンキング

新システム
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研究開発

顧客企業

不満
改善アイデア

営業

シーズニーズ

基本方針
・営業、開発、管理が一体となった研究開発体制
・専門家集団の特性を活かした、提案型ビジネス
・感動を与えるようなシステム構築

「最低1ユーザーが確定して初めて開発」
「最低1ユーザーで回収可能な案件のみパッケージ化」

今後のシステム開発予定今後のシステム開発予定
・経営計画システム
・信用リスク計量化
・融資稟議支援システム
・保証人管理システム
・契約書管理システム
・業務管理システム
・不動産流動化システム
・回収管理システム

現行システムのｗｅｂ化現行システムのｗｅｂ化

スペシャリスト
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現状と将来

次のステージ

既存事業

成長性

ﾊﾟｯｹｰｼﾞを梃子にした高利益率収益性

新規事業 信金・信組

一般企業

大手金融機関

信金・信組

ﾏｰｹｯﾄ
大手金融機関

意思決定支援ｼｽﾃﾑ
（経営計画・業務管理）人材

新規ﾊﾟｯｹｰｼﾞを積極的に開発

高水準のメンテナンス契約により継続的な収益を確保
安定性

業務代行等ストック型ビジネスの拡大

会計・財務、ｼｽﾃﾑ、金融実務の三位一体のノウハウ
コンサルティングからシステム開発、業務代行までトータルサポート

↓
信用リスク管理システムのデファクトスタンダード

「情報企画」は・・・

信用リスク管理システム 制度変更
世界標準
システム大型化
(共同利用型・パッケージ利用)
システム標準化

新規パッケージ
リスク管理からリスクマネジメントへ

ＩＰＯ
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経営理念
Ｇｏ ａｎｄ ｃａｔｃｈ ｔｈｅ dreams

「専門性、先進性」を常に意識し、競合に打ち勝ち、差別化を図って、
お客様に役立ち、社会に役立つ企業を目指すとともに、

「情報企画」という会社が、従業員個人の夢を実現できる、「広場」として、

当社に関わった人全員が、喜びを分かち合える企業を目指します。

Go and catch the dreamsGo and catch the dreams
私たちは常に前向きです

・お客様や社会に役立つ

・専門性の高い精鋭企業としてトップを走り続ける

・常に挑戦、学び、革新

・Only One企業
・個人の夢を実現できる自由闊達な企業風土

・個性ある、優秀な人々が集う広場
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注意事項

本資料は、平成15年9月期の中間業績及び今後の業績見通し、経営戦
略に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証
券の投資勧誘を目的としたものではありません。

本資料に含まれる将来の予想に関する記載は、現時点における情報に
基づき判断したものであり、今後、さまざまな要因により変動することがあ
り得ます。
従って、当社として、その確実性を保証するものではありません。

なお、いかなる目的であれ、本資料を無断で複製または転送等を行わ
ないようにお願いいたします。


